
講師挨拶 アイスブレイクを含め、雰囲気つくりに気を配る

1

2017



BIの試験で求められる能力について説明する

2

2017



具体的な試験の内容について説明する
特に、課題Ⅱについては先に説明した指導能力を含めた試験であることを理解させる

3

2017



DVDで実演を見るので、詳しい説明はせず、読むだけでよい

4

2017



実際の試験を模した映像を見ましょう。

DVD終了後に「今の映像が課題Ⅰ」であることを確認する

5

2017



DVDで実演をみるので読むだけでよい

6

2017



実際の試験を模した映像を見ましょう。

DVDを見た後に、「なんとなくイメージが出来ましたか？」など、

7

2017



写真を見ながら、正確な動きを説明し、１～２回全員で動いてみる
この時に動きが危ぶまれる受講生などをリサーチし、後のグループ分けに反映させる

8

2017



写真を見ながら、正確な動きを説明し、１～２回全員で動いてみる
この時に動きが危ぶまれる受講生などをリサーチし、後のグループ分けに反映させる

9

2017



写真を見ながら、正確な動きを説明し、１～２回全員で動いてみる
この時に動きが危ぶまれる受講生などをリサーチし、後のグループ分けに反映させる

10

2017



写真を見ながら、正確な動きを説明し、１～２回全員で動いてみる
この時に動きが危ぶまれる受講生などをリサーチし、後のグループ分けに反映させる

11

2017



４つの基本動作を再度確認し、次の練習に生かしましょう

ジョギング（音なし・音あり・手の動きのみ）の動画をみて、一旦ＤＶＤを止め動きを確認
する。

12

2017



同様にキッキング（音なし・音あり）→ロッキング（音なし・音あり）→シザース（音あり・
音なし）行う。

13

2017



同様にキッキング（音なし・音あり）→ロッキング（音なし・音あり）→シザース（音あり・
音なし）行う。

14

2017



同様にキッキング（音なし・音あり）→ロッキング（音なし・音あり）→シザース（音あり・
音なし）行う。

15

2017



先のリサーチを踏まえて、グループ分けを行う
課題Ⅰの練習⇒課題の動きが正確に動けているかをチェックする。
グループごとに練習する。エグザミナーはグループ間を廻り、チェックする。

質問などあれば、個々のグループで対応せず、共有し理解を深める

16

2017



指導の重要性について説明する

17

2017



指導能力の４つのポイントを読み上げる

18

2017



指導のタイミングについて解説する。
参加者が理解できる「間」→相手が言葉を理解する時間を考えるということ
必要であれば、実際に動きながらキューイングのタイミングについて説明する

19

2017



適切な姿勢と動作とは？説明する。
具体的な言葉を使って解説する

20

2017



聞き取りやすい話し方について説明

21

2017



安全性に関する注意とは？具体的な言葉を使って解説する

22

2017



23

2017



グループに分け、IR役・参加者役に分かれての練習時間を取る
グループワークとして、フィードバックさせるように指示をする

24

2017



最初に確認した「試験を模した映像」課題Ⅰと課題Ⅱを再度見て、リハーサル練習に
生かす
スライド＃５に戻る

25

2017



エグザミナーがタイムキーパーになる。
課題Ⅰ：グループごとに行う→半分の人が実演し残りの人がそれをチェックする→交代
し実演する（それぞれ2回程度練習する）
課題Ⅱ：グループごとにIR役と参加者役に分けて実演練習する（時間を考慮し、多い
場合はグループの人数を少なくし、出来るだけ実演練習が出来るようにする）
終了時間を考慮して、練習回数を調整する
時間があれば、DVDを再度見て確認する

26

2017



試験に向けて、課題Ⅰと課題Ⅱのポイントを再度確認する。
質疑応答
終了の挨拶とともに、受講生の動機づけを行う

27

2017


